
五十嵐キャンパスにおける風況特性　

工学部電気電子工学科　文部技官　伊藤告　

1.はじめに

五十嵐キャンパスは日本海沿岸の砂丘に位置し、冬の季節風や春から秋にかけての海陸風等の影響

を受けやすい場所である。これらの風は日常生活において強風・塩害・飛砂等の被害をもたらすことも

多いが、クリーンな自然エネルギーの-つであり、積極的に利用すべきであるo

しかし、凧は地域差が大きく、時間的にも変化しやすいため、風エネルギーの利用に当たっては、

その地点における風の状況である風況を正確に把握する必要があるo昭和56年4月以降、工学部屋上

に風向・風速計を設置して風況静性を測定しているo今回は、測定開始初期の昭和56年4月1日より昭

和58年3月31日までの2年間の集計結果から概要を報告するo

2r測定地点および測定器

2ー1測定地点

工学部は日本海沿岸の砂丘上、海抜約25m、海岸線からの直線距離的90O了nの地点に建っているo

その屋上、地上高約25mに測定器が設置されている。

2-2測定器

げロベラ型風向風速計〕光進電気工業(樵)製KD-110型　瞬間風速・風向、 1O分間平均風速の測定o

風力横算計〕光進電気工業(樵)製NE一00型　風エネルギー密度の測定ロ

風速をV(m/s)、空気密度をp (Nss/mィ)とすると、単位時間に単位断面積を通過する風エネ

ルギー密度Pは次のように表され、風力積算計はVの3乗の時間積分を実行しているo

p-了pV3- 0.6125V3
ただし、 β二∴22∫ (日本の平地の年平均値)とするo

図1風速の度数分布
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2 風速 ･ 風 エ ネ ル ギ ー 密度の 季節変化

自然エ ネル ギ
ー で ある風 エ ネル ギ

ー を利

用する場合に 問題と なるの は風 エ ネル ギ
ー

の 季節変動と時間変動で あ る｡

図2 に2 年間の月別 の 平均風速と風 エ ネル

ギ ー 密度の 変化を示 す｡

1 ケ月間の平埼風速 は季節に よ っ て 大き

な変化がある ｡ 12 - 2 月 の 冬季は ､ 6 -8 月 の

夏季に比較して 大きな値と な っ て いる o

冬季に おい て は ､ 西高束低 の強い気圧配置

に よ る季節風の た め平均風速の 値が大きく

な っ て い るo

風 エ ネル ギ ー 密度も同様に ､ 冬季と夏季

の差が大きく な っ て い るが ､ 風 エ ネル ギ
ー

密度は風速の3 乗に比例するため ､ 季節変

動は風速の場合より大きく な っ て いる ｡

なお ､ 2年間で得られた総風エ ネル ギ ー

密度は 2 , 727 K Yh/ m
2
で あり ､ 1 時間当た り

で は約1 60Y / m
2
と なる ｡ こ の 値は日本全土

の 全天平均(年間) の 太陽光の 照射エ ネ ル ギ
ー 密度1 41W/ m

2
に匹敵して いる o
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3 風速の 時間変化

図3 に1 日 の風速の 時間変化を示す｡

季節変化に お いて 大き な差が見られ た冬

季と夏季､ および年間の 時間変化の比較を

お こな っ た ｡

冬季以外で は ､ 日中風が強く13 -15 時に

風速は最大値を示 して い る ｡ こ の 傾向は ､

特に夏季に お い て大きく な っ て い る ｡ これ

は春か ら秋にか けて ､ 海上と陸上 の 温度差

に よる海陸風が発生 し､ 日中海か ら陸に 向

か っ て 吹く風が強いた めと考え られる ｡

冬季は時間に よる変化が比較的小さく ､

平均風速は高い レ ベ ル で 一 定値を保 っ て い

る ｡ 冬季は冬型の気圧配置が長時間､ 時に

は数 日間続くた め時間変化が小さい と考え

られる ｡

また ､ 風 エ ネル ギ ー 密度の 時間変化に つ

い て も同様な結果が得られた ｡
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4 風向分布お よび風 向別平均風速

昭和56 年4 月 - 昭和58 年3 月 - ‖ - I - . ･ 夏 季(6 - 8 月)
一
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図 4 夏季お よ び 冬季 に お け る風向分布
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図 5 夏季お よび冬季 に お ける風向別平均風速

風は ベ ク トル で あ るか ら ､ 風速と風向の2 つ の 要素によ っ て示さ れる ｡ 図4 に2 年間の 夏季と冬季の

風向分布､ 図5 に風向別の平均風速を示すo 風向は1 6方位に区分 し ､ 風向の デ
-

タは気象庁に準じて

正時前10 分間の平均 を採用 して い る ｡ 夏季は ､ 風向分布は分散して お り､ 平均風速の風向別の差は

小さ い ｡

冬季は ､ YN Y( 西北西) ･ N W( 北西) お よびS( 南) の

度数が大きく な っ て い る ｡ 平均風速はN( 北) か ら

甘S 甘( 西南西) の範囲は大きな値を示 して いる o こ

れは冬型の 気圧配置 に よ る強い季節風に よるもの

である ｡ ま た ､ 風向分布 に お い て 度数の大きか っ

たS( 南) は平均風速の 借は小さく ､ S方向の風か ら

得られる風 エ ネルギ
ー

密度は小さ い ｡
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5 風向別鳳 エ ネル ギ
ー 密度

図6 に風向別風 エ ネ ル ギ ー 密度を示すo 2年間に

得られた総風 エ ネ ル ギ
ー

密度は2 , 727 RY h/ m
2
で あ

るが ､ これを各風向別に 得られた風 エ ネル ギ
ー 密

度を表 して い る ｡ YN Y( 西北西) を中心 にN Y( 北西) か

らY( 西) に か けて 大き な値とな っ て い る . これ は ､

ほとん どが冬季の季節風 に よる もの で ､ 平均風速
･ 度数ともに大きい た め ､ 得られ る風 エ ネル ギ

ー

密度も非常に大きく な っ て い る ｡
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図 6 2 年間の 風向別風エ ネル ギ
ー 密度
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3 - 6 瞬間風速30 n/ s 以上の記轟

表1 に2 年間に 測定され た瞬間風速30 m/ s 以上 の 記録を示すo そ の ほとん どが台風と冬季の 季節風 に

よる もの で ある o ( 昭56 . 8 . 23) の言己録は ､ 台風の通過が早朝で あ っ た ため風速計の 記録計の 測定 レ

ン ジ(35 /7 0〔m /
′

s+) の 切り替え がで きず正確な値は不明で ある ｡ 台風 は ､ そ の 大きさ 一強さや通過する

速度･ コ ー ス 等に もよ るが 時間的には短い ｡ それ に対し ､ 冬季の 季節風は 冬型 の 気圧配置が続く 間､

長時間に わた っ て 吹き続け ､ 平均風速の 値も大きい ｡

表1 昭和56 年4 月 - 昭和58 年3 月 に おけ る瞬間風速 3 0( ∩/ s) 以上の 記鐘

年 月 日 時 刻
瞬間風速

( m/ s)

1 0 分間平均風速

( n / s)
風 向 備 考

昭56 . 8 . 23 6 : 30 - 8 : 06 37 . 5 以上 2 5 . 7 以上 N W 台風15 号

10 . 23 15 :15 34 - 8 17 . 5 W 台風24 号

ll . 3 5 :42 3 4 . 9 17 . 2 W S V V

12 . 2 4 :39 3 4 . 2 21 . 3 N N W

12 . 20 6 :33 34 . 8 19 . 0 W

昭5了. 1 . 7 5 :35 33
. 2 22 . 3 N W

8 . 2 3 : 39 30 . 1 14 . 3 E S E 台風10 号

9 . 12 2 0 : 34 33 . 7 1 5 . 0 N N E 台風18 号

10 . 24 20 : 46 3 5 . 6 1 9 . 4 W

1 2 . 23 18 :1 8 30 . 5 1 6 . 4 W

昭58 . 2 . 9 ll :2 9 3 1 . 5 1 7 . O W N W

2 . 15 14 :20 33 . 9 1 6 . 8 W

A . ま と め

2 年間の 測定結果より年間の 平均風速は4 . 3 m / s であ るが ､ 季節変動が大きく夏季(6 -8 月) の 平均は

3 ･ O m /
‾
s ､ 冬季(12 -2 月) の 平均は5 . 8 m/ s で ある ｡ 1 日 の 時間変動は ､ 冬季以外は日中 の風速値が それ以

外の 時間帯より大きくな っ て いる ｡ 冬季は この傾向が見られ ず､ どの 時間滞で も高 い レベ ル で
- - -

定
して い る｡ 冬季に お い て風速催が大きくな っ て いる の は季節風に よ るもの で ある ｡,

冬季の季節風 は非常に大きな エ ネル ギ ー を持 っ て おり ､ その風向はWNW( 西北西) を中心にW( 西) か

ちNY( 北西) に か けて集中して い る o 1 日 の 時間変動も小さく ､ 安定した エ ネル ギ - を得る こ とが で き

ると思われ る ｡

現在も継続 して測定中で あるが ､ 同時に小型風力発電装置を使用 した実験を行 っ て い る ｡ 得られ

た風況デ ー

タをもと に ､ 風 エ ネル ギ ー を い か に効率よく利用するか が今後の 課題 で ある o

-
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